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特別記事

特
別
記
事

韓
圭
寅
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
韓
圭
寅
君
か
ら
提
出
さ
れ
た
『
日
本
の
情
報
公
開
政
策
に
関
す
る
研
究

i
都
道
府
県
の
情
報
公
開
制
度
を
中
心
と
し
て
ー
』
は
、
従
来
、
行

政
法
学
的
な
範
疇
の
分
析
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
日
本
の
情
報
公
開
制
度
を

制
度
史
的
か
つ
政
治
学
的
な
視
点
か
ら
分
析
し
、
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

本
論
文
は
以
下
の
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

第
1
部
　
序
論

第
2
部
　
本
論

　
第
1
章
　
日
本
に
お
け
る
情
報
公
開
の
制
度
化

　
第
1
節

　
第
2
節

　
第
3
節

　
第
4
節

　
第
5
節

　
第
6
節

第
2
章

　
第
1
節

　
第
2
節

　
は
じ
め
に

　
情
報
公
開
の
制
度
化
背
景

　
情
報
公
開
の
制
度
化
と
研
究
の
動
向

　
制
度
導
入
要
求
の
題
型
化

　
情
報
公
開
制
度
の
導
入
戦
略

　
結
語

情
報
公
開
政
策
の
現
状
分
析

　
情
報
公
開
制
度
の
意
義

　
情
報
公
開
シ
ス
テ
ム
の
分
析

　
第
3
章

　
　
第
1
節

　
　
第
2
節

　
　
第
3
節

　
　
第
4
節

　
　
第
5
節

第
3
部

　
第
1
章

　
第
2
章

電
子
情
報
の
公
開

　
は
じ
め
に

　
電
子
情
報
化
の
動
向

　
電
子
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
制
的
現
況

　
情
報
公
開
制
度
に
お
け
る
電
子
情
報
の
取
り
扱
い

　
終
わ
り
に

　
　
　
　
結
論

　
　
　
　
　
結
論

　
　
　
　
　
今
後
の
研
究
課
題

　
諸
外
国
に
お
い
て
情
報
公
開
制
度
は
決
し
て
真
新
し
い
制
度
で
は
な
く
、

ま
た
、
わ
が
国
で
も
平
成
八
年
現
在
、
四
五
都
道
府
県
お
よ
び
二
三
九
市

区
町
村
に
お
い
て
何
ら
か
の
形
で
制
度
化
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本

に
お
い
て
情
報
公
開
が
制
度
と
し
て
初
め
て
導
入
さ
れ
た
例
は
昭
和
五
七

年
三
月
の
山
形
県
金
山
町
の
条
例
（
県
で
は
同
年
一
〇
月
の
神
奈
川
県
）

で
あ
り
、
十
有
余
年
の
歴
史
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
う
し
た
浅
い
歴

史
し
か
有
し
な
い
制
度
で
あ
る
こ
と
も
作
用
し
て
、
従
来
の
わ
が
国
に
お

け
る
情
報
公
開
制
度
に
関
す
る
研
究
は
、
行
政
学
的
意
義
や
行
政
法
学
的

解
釈
に
つ
い
て
限
定
さ
れ
た
も
の
が
大
部
分
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
情
報
公
開
制
度
に
関
す
る
研
究
は
、
制
度
の
実
態
を
考
察
し
、

単
な
る
制
度
の
「
静
態
」
分
析
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
一
歩
進
め
て
、

そ
の
「
動
態
」
に
お
い
て
、
今
後
予
想
さ
れ
る
発
展
と
関
連
づ
け
な
が
ら

分
析
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
情

報
公
開
制
度
が
ど
の
よ
う
な
形
で
問
題
提
起
さ
れ
、
導
入
さ
れ
る
に
至
っ
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た
の
か
と
い
う
政
策
の
形
成
過
程
に
関
す
る
考
察
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
ま
た
、
諸
外
国
の
例
を
み
る
ま
で
も
な
く
、
情
報
の
高
度
化
、
す
な
わ

ち
電
子
情
報
の
普
及
は
行
政
情
報
そ
の
も
の
の
形
態
に
も
影
響
を
与
え
る
。

本
論
文
は
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
情
報
公
開
制
度
の
導
入
過
程
の
み
な

ら
ず
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
行
政
情
報
の
電
子
化
が
ど
の
よ
う
に
実
現
さ

れ
う
る
か
に
つ
い
て
の
検
討
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
論
文
の
第
1
部
『
序
論
』
は
、
三
つ
の
問
題
を
研
究
課
題
と
し
て
設

定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
の
問
題
は
、
わ
が
国
の
情
報
公
開
の
制

度
化
過
程
に
お
い
て
そ
の
制
度
化
の
要
因
に
な
っ
た
も
の
は
何
か
、
情
報

公
開
の
制
度
化
を
求
め
る
ア
ク
タ
ー
は
誰
と
誰
か
、
そ
し
て
そ
の
ア
ク
タ

i
間
の
関
係
は
ど
う
捉
え
る
べ
き
か
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
情
報
公

開
制
度
と
い
う
一
つ
の
政
策
形
成
の
誘
因
、
あ
る
い
は
イ
ン
プ
ッ
ト
と
は

何
か
と
い
う
問
い
を
も
含
む
も
の
で
あ
る
。

　
第
二
の
問
題
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
情
報
公
開
の
概
念
は
い

か
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
か
、
ま
た
、
情
報
公
開
条
例
は
い
か
に
規
定
さ
れ

て
い
る
か
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
わ
が
国
に
お
け
る
情
報
公
開
が
概

念
と
し
て
、
学
界
、
そ
し
て
実
際
の
都
道
府
県
等
に
お
い
て
い
か
に
捉
え

ら
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
問
い
で
も
あ
る
。

　
ま
た
、
第
三
の
問
題
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
情
報
公
開
制
度
が
今
後
、

い
か
に
改
善
さ
れ
て
い
く
べ
き
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
情

報
公
開
制
度
の
主
体
で
あ
る
情
報
の
形
態
そ
の
も
の
が
情
報
の
高
度
化
に

よ
っ
て
変
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
点
を
踏
ま
え
、
「
紙
記
録
」
を
前
提
に

し
て
制
度
化
さ
れ
て
き
た
従
来
の
情
報
公
開
制
度
が
い
か
に
行
政
情
報
の

「
電
子
化
」
に
対
応
し
て
い
く
べ
き
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　
第
2
部
『
本
論
』
の
第
－
章
『
日
本
に
お
け
る
情
報
公
開
の
制
度
化
』

で
は
、
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
に
お
け
る
情
報
公
開
制
度
の
導
入
過
程
お
よ

び
制
度
化
へ
の
背
景
等
を
取
り
上
げ
、
制
度
化
へ
の
要
因
を
五
つ
に
類
型

化
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
学
界
、
市
民
、
議
員
・
政
党
、
行
政
、
そ

し
て
マ
ス
コ
ミ
の
五
つ
で
あ
る
。
堀
部
政
男
教
授
な
ど
は
情
報
公
開
制
度

の
提
案
主
体
に
鑑
み
、
首
長
提
案
型
、
議
会
提
案
型
、
住
民
提
案
型
、
混

合
型
の
四
つ
に
類
型
化
し
て
い
る
が
、
本
論
文
は
「
導
入
要
求
」
の
類
型

と
し
て
そ
れ
と
は
異
な
る
ア
ク
タ
ー
を
仮
定
し
、
「
協
力
モ
デ
ル
」
に
よ

っ
て
情
報
公
開
の
制
度
化
を
捉
え
よ
う
と
す
る
。

　
学
界
か
ら
の
導
入
要
求
型
と
は
、
学
問
的
論
理
上
か
ら
の
導
入
要
求
で

あ
り
、
学
者
を
中
心
に
法
学
的
、
政
治
学
的
、
行
政
学
的
理
論
に
基
づ
い

て
制
度
の
導
入
を
議
論
、
要
求
す
る
類
型
で
あ
る
。
ま
た
、
市
民
か
ら
の

導
入
要
求
型
と
は
、
政
治
、
行
政
に
対
す
る
不
信
感
か
ら
の
導
入
要
求
で

あ
り
、
行
政
権
の
濫
用
か
ら
市
民
の
権
利
を
救
済
す
る
た
め
、
あ
る
い
は

行
政
に
対
す
る
監
視
な
い
し
牽
制
の
手
段
と
し
て
情
報
公
開
制
度
の
導
入

を
要
求
す
る
類
型
で
あ
る
。

　
一
方
、
議
員
・
政
党
か
ら
の
導
入
要
求
型
と
は
、
政
治
的
戦
略
と
し
て

の
導
入
要
求
型
で
あ
り
、
政
治
的
目
的
を
追
求
す
る
議
員
や
政
党
が
、
世

論
の
動
向
を
踏
ま
え
、
情
報
公
開
の
問
題
を
新
た
な
政
治
的
論
争
、
政
治

的
戦
略
と
し
て
価
値
の
あ
る
も
の
と
判
断
し
て
、
そ
の
制
度
化
を
要
求
す

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
行
政
に
よ
る
導
入
要
求
型
は
、
行
政
自
身
の
自

発
的
な
行
動
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
行
政
の
効
率
性
促
進
の
た
め
の
導
入
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要
求
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
も
う
一
つ
の
類
型
と
し
て
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
導
入
要
求
型
が

挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
情
報
源
確
保
の
た
め
の
導
入
要
求
型
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
マ
ス
コ
ミ
等
が
取
材
の
自
由
を
確
保
し
、

行
政
情
報
に
自
由
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
手
段
と
し
て
情
報
公
開
制
度
の
導

入
を
求
め
る
類
型
で
あ
る
。

　
本
論
文
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
に
ア
ク
タ
ー
を
類
型
化
し
、
五
つ
の
導

入
経
路
（
「
情
報
公
開
制
度
の
導
入
戦
略
」
）
を
想
定
し
た
上
で
、
従
来
の

日
本
の
情
報
公
開
の
制
度
化
が
、
「
上
か
ら
の
制
度
化
」
、
す
な
わ
ち
、
学

界
か
ら
の
導
入
要
求
に
触
発
さ
れ
、
地
方
公
共
団
体
の
首
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
発
揮
に
よ
っ
て
情
報
公
開
制
度
の
導
入
が
図
ら
れ
る
場
合
が
多

か
っ
た
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
「
上
か
ら
の
制
度
化
」
は
ど
う
し
て
も
市

民
に
利
用
さ
れ
に
く
い
傾
向
が
生
ず
る
の
で
、
制
度
の
趣
旨
お
よ
び
目
的

等
が
市
民
レ
ベ
ル
で
理
解
さ
れ
て
か
ら
導
入
さ
れ
る
「
下
か
ら
の
制
度

化
」
の
方
が
実
質
的
に
も
利
用
さ
れ
、
望
ま
し
い
と
し
て
い
る
。

　
第
2
章
『
情
報
公
開
政
策
の
現
状
分
析
』
の
第
1
節
『
情
報
公
開
制
度

の
意
義
』
で
は
、
情
報
公
開
制
度
の
概
念
体
系
に
つ
い
て
の
検
討
が
行
わ

れ
て
い
る
。
本
論
文
で
は
、
情
報
公
開
制
度
を
、
「
民
主
的
政
治
・
行
政

を
実
現
す
る
た
め
、
行
政
機
関
等
の
保
有
す
る
公
文
書
に
対
し
住
民
（
国

民
）
の
公
開
請
求
権
を
法
的
に
認
め
て
、
そ
の
法
律
等
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
請
求
者
の
閲
覧
及
び
視
聴
に
提
供
し
、
又
は
そ
の
写
し
を
公
布
す

る
制
度
」
と
定
義
し
た
上
で
、
情
報
公
開
制
度
の
一
般
的
な
分
類
、
す
な

わ
ち
、
①
公
文
書
公
開
制
度
、
の
公
文
書
公
開
制
度
お
よ
び
情
報
提
供
制

度
、
⑥
総
合
情
報
公
開
制
度
、
㈲
総
合
情
報
公
開
制
度
＋
情
報
保
護
制
度

の
四
つ
の
レ
ベ
ル
に
対
し
て
修
正
お
よ
び
再
検
討
を
加
え
て
い
る
。
つ
ま

り
、
本
論
文
で
は
ω
の
公
文
書
公
開
制
度
を
狭
義
の
情
報
公
開
制
度
だ
と

す
る
と
と
も
に
、
⑭
お
よ
び
⑬
を
合
わ
せ
て
「
情
報
自
由
化
制
度
」
、
ま

た
、
㈲
を
「
情
報
民
主
化
制
度
」
だ
と
し
て
い
る
。

　
「
情
報
自
由
化
制
度
」
と
は
、
行
政
機
関
等
の
保
有
す
る
情
報
を
国
民

な
い
し
は
住
民
に
提
供
す
る
た
め
の
一
切
の
制
度
の
集
合
を
指
し
、
具
体

的
に
は
情
報
提
供
制
度
、
情
報
公
開
制
度
、
情
報
公
表
制
度
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
情
報
民
主
化
制
度
」
と
は
、
「
情
報
自
由
化
制

度
」
と
「
情
報
保
護
制
度
」
と
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
一
見
両

立
が
困
難
な
情
報
の
自
由
化
と
情
報
の
保
護
と
い
う
二
つ
の
制
度
を
同
時

に
満
た
す
も
の
で
あ
る
が
、
本
論
文
で
は
、
現
在
の
都
道
府
県
の
情
報
公

開
制
度
は
狭
義
の
情
報
公
開
制
度
の
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
し
て
い

る
。
　
第
2
節
『
情
報
公
開
シ
ス
テ
ム
の
分
析
』
で
は
、
「
情
報
公
開
制
度
」

の
本
体
を
「
情
報
公
開
シ
ス
テ
ム
」
と
し
た
上
で
、
こ
れ
を
成
立
さ
せ
る

変
数
を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
情
報
公
開
シ
ス
テ
ム
の
投
入
変
数
と

し
て
情
報
公
開
請
求
権
者
と
利
用
者
が
、
情
報
公
開
シ
ス
テ
ム
の
変
換
変

数
と
し
て
実
施
機
関
、
救
済
機
関
（
審
査
会
）
、
情
報
公
開
運
営
審
議
会

が
、
ま
た
、
情
報
公
開
シ
ス
テ
ム
の
算
出
変
数
と
し
て
対
象
情
報
と
公
開

対
象
情
報
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
条
項
公
開
シ
ス
テ
ム
ヘ
の
投
入
変
数
と
し
て
は
、
行
政
機
関
等
に
対
し
、

情
報
の
公
開
を
求
め
る
「
請
求
権
者
」
と
、
公
開
さ
れ
る
情
報
を
最
終
的
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に
受
け
取
り
、
そ
れ
を
利
用
す
る
「
利
用
者
」
を
指
す
と
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
前
者
の
条
件
を
、
住
民
型
、
利
害
関
係
者
型
、
行
政
裁
量
型
に
類

型
化
し
、
四
六
都
道
府
県
の
現
状
を
分
析
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
論
文
で
は
、
「
情
報
公
開
シ
ス
テ
ム
」
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
と

し
て
「
情
報
公
開
行
政
シ
ス
テ
ム
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

情
報
公
開
に
関
す
る
行
政
を
行
う
た
め
、
当
該
法
令
等
に
よ
っ
て
創
設
さ

れ
る
行
政
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
と
こ
れ
を
構
成
す
る
構

造
的
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
「
実
施
機
関
」
、
「
救
済
機
関
」
、
「
運
営
審

議
機
関
」
の
三
つ
が
あ
り
、
制
度
の
運
営
を
具
体
的
に
行
い
、
行
政
情
報

を
公
開
し
た
り
（
情
報
公
開
機
能
）
、
非
公
開
処
分
に
対
す
る
救
済
を
図

っ
た
り
（
救
済
機
能
）
、
制
度
運
営
の
改
善
を
図
っ
た
り
（
制
度
改
善
機

能
）
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　
実
施
機
関
と
は
、
情
報
公
開
制
度
に
お
い
て
、
当
該
条
例
等
が
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
情
報
を
公
開
し
、
ま
た
は
そ
の
他
の
義
務
を
課
す
機
関

で
あ
る
。
住
民
の
地
域
の
問
題
に
関
す
る
「
知
る
権
利
」
を
保
障
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
に
置
か
れ
る
す
べ
て
の
機
関
、
あ
る
い

は
、
住
民
の
生
活
に
密
接
に
関
わ
る
公
共
機
関
は
、
す
べ
て
実
施
機
関
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
論
文
に
お
け
る
情
報
公
開
条
例
等
の
分
析
か

ら
、
現
在
の
都
道
府
県
に
お
け
る
情
報
公
開
の
実
施
機
関
は
、
当
該
条
例

等
の
条
文
に
列
挙
す
る
方
式
が
採
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
範
囲
が
限
定

さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
救
済
機
関
と
は
、
情
報
公
開
請
求
権
者
が
非
公
開
の
処
分
を
受

け
、
そ
の
処
分
に
対
す
る
不
服
を
申
し
立
て
た
場
合
、
そ
の
救
済
を
図
る

機
関
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
情
報
公
開
審
査
会
、
情
報
公
開
監
察
委
員
な

ど
が
行
政
不
服
審
査
法
、
あ
る
い
は
苦
情
処
理
制
度
に
基
づ
い
て
救
済
を

行
う
場
合
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
情
報
公
開
制
度
そ
の
も
の
の
運
営
の
改
善
を
図
る
構

造
的
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
情
報
公
開
運
営
審
議
会
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
非
公
開
決
定
に
伴
う
不
服
申
立
て
に
対
す
る
救
済
機
関

と
し
て
の
情
報
公
開
審
査
会
と
は
別
に
、
制
度
運
営
全
般
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

そ
の
改
善
を
図
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
条
例
上
の
機
関
で
あ
る
。
現

在
、
壬
二
都
道
府
県
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
本
論
文
で
は
そ
れ
を
、
審
査

会
と
審
議
会
と
を
一
体
の
も
の
と
し
て
い
る
「
統
合
型
」
と
、
分
離
さ
せ
、

機
能
分
担
さ
せ
て
い
る
「
分
離
型
」
と
に
分
け
て
い
る
。

　
一
方
、
情
報
公
開
シ
ス
テ
ム
で
は
「
対
象
情
報
」
を
扱
っ
て
お
り
、
こ

れ
を
「
対
象
情
報
」
と
「
公
開
対
象
外
情
報
」
に
分
け
、
そ
の
算
出
変
数

と
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
前
者
と
し
て
は
、
県
等
の
機
関
が
作
成
、
取
得

し
た
も
の
や
、
職
務
上
の
も
の
、
あ
る
い
は
決
裁
、
閲
覧
等
が
終
了
し
た

も
の
な
ど
を
指
し
、
通
常
は
情
報
公
開
条
例
等
に
よ
っ
て
公
開
の
対
象
と

な
っ
て
お
り
、
「
適
用
除
外
情
報
」
お
よ
び
「
非
公
開
情
報
」
に
該
当
し

な
い
限
り
、
公
開
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
「
非
公
開
情
報
」
と
は
、
個
人
に
関
す
る
情
報
、
個
人
の
事

業
情
報
、
法
人
等
に
関
す
る
情
報
、
公
共
行
政
機
関
の
執
行
情
報
、
合
議

制
機
関
の
情
報
、
公
共
の
安
全
・
秩
序
の
た
め
の
非
公
開
情
報
、
法
令
等

に
よ
る
情
報
等
で
、
条
例
等
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
範

囲
が
極
め
て
広
い
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
本
論
文
に
お
い
て
は
、
対
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象
を
情
報
の
範
囲
を
定
め
る
「
公
文
書
定
義
規
定
」
に
加
え
、
「
公
開
対

象
外
情
報
規
定
」
に
よ
っ
て
情
報
公
開
の
対
象
が
限
定
さ
れ
て
お
り
、
わ

が
国
の
都
道
府
県
の
情
報
公
開
制
度
が
「
原
則
公
開
」
と
い
う
制
度
運
営

の
理
念
を
達
成
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。

　
第
3
章
『
電
子
情
報
の
公
開
』
で
は
、
電
子
メ
デ
ィ
ア
に
収
録
さ
れ
て

い
る
電
子
情
報
は
、
そ
の
他
の
従
来
の
メ
デ
ィ
ア
に
収
録
さ
れ
て
い
る
情

報
よ
り
、
そ
の
付
加
価
値
の
創
出
と
い
う
面
に
お
い
て
遥
か
に
優
れ
た
長

所
を
有
し
て
い
る
と
い
う
観
点
に
立
っ
た
上
で
、
日
本
に
お
け
る
情
報
公

開
制
度
が
今
後
、
い
か
に
改
善
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
、

日
本
の
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
、
現
行
の
条
例
等
に
よ
る
電
子
情
報
公

開
の
た
め
の
施
策
を
検
討
し
て
い
る
。

　
第
2
節
『
電
子
情
報
化
の
動
向
』
で
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
電
子
情
報

化
が
い
か
に
進
展
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
民
間
分
野
お

よ
び
公
共
分
野
に
お
け
る
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
国
お
よ

び
地
方
自
治
体
の
行
政
に
お
い
て
、
ハ
ー
ド
の
側
面
に
お
け
る
情
報
化
は

か
な
り
進
展
し
て
お
り
、
ま
た
、
ソ
フ
ト
の
側
面
の
利
用
と
開
発
も
積
極

的
に
行
わ
れ
て
き
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
行
政
の
民
主
化
を
図
ろ
う

と
進
め
ら
れ
て
き
た
情
報
化
で
は
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
第
3
節
『
電
子
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
制
的
現
況
』
で
は
、
諸
外
国

の
情
報
公
開
制
度
に
お
い
て
、
電
子
情
報
を
そ
の
対
象
情
報
と
認
め
る
例

を
取
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
わ
が
国
お
よ
び
地
方
自
治
体
に
お
け
る
容
認

状
況
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
「
出
版
の
自
由

に
関
す
る
法
律
」
の
第
三
条
第
一
項
で
は
「
『
文
書
』
は
書
面
又
は
図
画

に
よ
る
す
べ
て
の
表
示
、
及
び
読
み
、
聞
き
で
き
る
、
又
は
そ
の
他
技
術

的
な
補
助
手
段
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
理
解
で
き
る
一
切
の

記
録
を
含
む
」
と
さ
れ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
に
よ
っ
て
電
子
的
記
録
媒
体

に
入
力
さ
れ
て
い
る
電
子
情
報
も
公
開
の
対
象
情
報
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
わ
が
国
の
自
治
体
に
お
い
て
電
子
情
報
を

条
例
の
対
象
情
報
と
し
て
い
る
数
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
第
4
節
『
情
報
公
開
制
度
に
お
け
る
電
子
情
報
の
取
り
扱
い
』
で
は
先

ず
、
実
際
に
筆
者
が
平
成
七
年
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
四
七
都
道
府
県

お
よ
び
三
七
市
町
村
に
対
し
て
行
っ
た
「
電
子
情
報
の
公
開
に
関
す
る
認

識
調
査
」
に
関
す
る
分
析
が
、
米
連
邦
機
関
の
そ
れ
と
対
比
し
つ
つ
、
試

み
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
フ
ォ
ル
シ
ャ
ム
対
ハ
ー
リ
ス
訴
訟
」
あ
る
い

は
、
「
S
D
C
開
発
会
社
対
マ
テ
i
訴
訟
」
な
ど
、
情
報
公
開
制
度
に
関

す
る
ア
メ
リ
カ
の
判
例
な
ど
が
注
意
深
く
考
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

「
情
報
自
由
法
（
F
O
I
A
）
」
に
お
け
る
「
記
録
」
の
定
義
に
は
電
子
情

報
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
や
、
電
子
情
報
か
ら
特
定
の
個
人
が
判
明
し
う

る
情
報
を
削
除
す
る
こ
と
は
「
新
し
い
情
報
の
作
成
」
に
当
た
ら
な
い
こ

と
、
あ
る
い
は
、
行
政
機
関
は
、
請
求
者
か
ら
特
定
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情

報
公
開
を
求
め
ら
れ
て
も
、
合
理
的
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
メ
デ
ィ
ア
で

そ
の
情
報
を
公
開
す
れ
ば
、
F
O
I
A
の
義
務
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
、

な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
同
節
で
は
「
電
子
情
報
の
公
開

に
対
す
る
政
策
的
対
応
」
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
「
電
子
情
報
自

由
改
善
法
案
」
お
よ
び
「
政
府
印
刷
局
電
子
情
報
ア
ク
セ
ス
促
進
法
」
の

立
法
過
程
に
関
す
る
考
察
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
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第
3
章
の
第
5
節
『
終
わ
り
に
』
で
は
、
電
子
情
報
公
開
政
策
を
わ
が

国
の
自
治
体
に
適
用
す
る
際
の
課
題
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

既
に
情
報
公
開
条
例
等
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
に
お
い
て
は
、
電
子
情

報
も
対
象
情
報
に
な
る
よ
う
条
文
を
改
正
す
べ
き
こ
と
、
未
だ
制
度
化
し

て
い
な
い
国
や
自
治
体
は
、
情
報
公
開
の
法
制
化
に
当
た
り
、
「
情
報
」

の
定
義
規
定
に
電
子
情
報
を
含
む
も
の
と
定
め
る
べ
き
こ
と
、
電
子
的
通

信
手
段
、
あ
る
い
は
電
子
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報
の
公
開
請
求
お
よ
び
情

報
の
公
開
を
進
め
る
べ
き
こ
と
、
情
報
公
開
用
の
メ
デ
ィ
ア
選
択
の
プ
ラ

イ
オ
リ
テ
ィ
を
請
求
者
に
与
え
る
べ
き
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
上
で
情
報
公
開
制
度
の
現
状
に
鑑
み
、
電
子
情
報
の
公
開
を
段
階

的
に
そ
の
範
囲
を
拡
大
し
て
い
く
べ
き
だ
と
し
て
、
「
処
方
箋
」
に
相
当

す
る
提
案
を
行
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
段
階
と
し
て
、
現
時
点
に

お
け
る
行
政
機
関
が
保
有
す
る
電
子
情
報
の
目
録
を
整
備
し
、
そ
れ
を
電

子
化
し
て
公
開
す
る
こ
と
が
、
ま
た
、
第
二
段
階
と
し
て
、
行
政
機
関
の

有
す
る
情
報
（
公
文
書
等
）
の
目
録
を
電
子
目
録
化
し
、
そ
れ
を
公
開
す

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
第
三
段
階
と
し
て
は
、
電
子
フ
ァ
イ
ル
で

作
成
・
管
理
さ
れ
て
い
る
情
報
を
公
開
の
対
象
と
し
、
第
四
段
階
と
し
て

電
子
フ
ァ
イ
ル
で
作
成
・
管
理
さ
れ
て
い
る
情
報
は
、
電
子
メ
デ
ィ
ア
で

公
開
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

第
五
段
階
と
し
て
「
情
報
公
開
通
信
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
る
公
開
を
進
め
る

こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　
第
3
部
『
結
論
』
で
は
、
既
述
し
た
情
報
公
開
制
度
の
導
入
戦
略
、
概

念
体
系
、
情
報
公
開
シ
ス
テ
ム
の
実
体
、
そ
し
て
電
子
情
報
の
公
開
に
つ

い
て
ま
と
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
、
情
報
公
開

政
策
の
評
価
、
す
な
わ
ち
、
住
民
の
行
政
参
加
の
促
進
、
行
政
に
対
す
る

住
民
の
理
解
と
信
頼
の
確
保
、
公
正
な
行
政
運
営
の
確
保
等
が
情
報
公
開

に
よ
っ
て
い
か
に
達
成
さ
れ
て
い
る
か
に
関
す
る
体
系
的
な
研
究
の
必
要

性
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
が
本
論
文
の
要
約
で
あ
る
が
、
こ
の
論
文
の
意
義
は
概
ね
四
つ
に

大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
は
、
従
来
の
情
報
公
開
制
度
に
関
す
る

研
究
が
制
度
的
な
側
面
に
焦
点
を
あ
て
、
行
政
法
的
、
行
政
学
的
な
範
疇

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
本
論
文
に
お
い
て
は
、
従
来
の
研
究
を

踏
ま
え
た
上
で
、
制
度
史
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
、
情
報
公
開
の
制

度
化
過
程
お
よ
び
経
緯
の
考
察
が
試
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

結
果
、
制
度
化
過
程
に
お
け
る
主
要
ア
ク
タ
ー
間
の
協
力
モ
デ
ル
が
提
示

さ
れ
、
政
治
学
的
な
分
析
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　
第
二
は
、
情
報
公
開
制
度
を
議
論
す
る
に
際
し
、
所
与
の
も
の
と
み
な

さ
れ
が
ち
な
「
情
報
公
開
」
の
概
念
そ
の
も
の
を
再
検
討
し
、
そ
の
概
念

の
捉
え
方
の
修
正
を
試
み
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
同
時
に
、
情
報
公
開
体

系
を
含
む
よ
り
広
い
概
念
体
系
、
す
な
わ
ち
「
情
報
自
由
化
制
度
」
と

「
情
報
民
主
化
制
度
」
が
提
示
さ
れ
て
い
る
点
も
、
既
存
の
研
究
を
さ
ら

に
進
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
第
三
は
、
情
報
公
開
制
度
に
関
す
る
分
析
に
お
い
て
、
シ
ス
テ
ム
論
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
情
報
公

開
制
度
の
本
体
を
「
情
報
公
開
シ
ス
テ
ム
」
と
し
た
上
で
、
投
入
変
数
、

変
換
変
数
、
産
出
変
数
に
よ
っ
て
こ
れ
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
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に
よ
っ
て
、
現
行
の
都
道
府
県
の
情
報
公
開
制
度
の
実
体
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
第
四
と
し
て
、
情
報
の
高
度
化
に
鑑
み
、
今
後
の
行
政
情
報
の

電
子
化
に
対
応
し
う
る
情
報
公
開
制
度
を
い
か
に
修
正
し
て
い
く
べ
き
か
、

す
な
わ
ち
行
政
情
報
の
電
子
化
に
関
す
る
「
処
方
箋
」
が
描
か
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
描
く
た
め
、
電
子
情
報
の
公
開
に
対
す
る

地
方
自
治
体
の
認
識
調
査
を
行
い
、
米
国
と
の
比
較
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
論
文
は
、
情
報
公
開
制
度
の
制
度
化
の
過
程
を
「
動

態
」
と
し
て
捉
え
、
資
料
の
不
備
を
「
電
子
情
報
の
公
開
に
関
す
る
認
識

調
査
」
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
補
う
と
と
も
に
、
独
目
の
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
、
情
報
公
開
制
度
に
関
す
る
研
究
を
新
た
な
視
点
か
ら
行
っ
た
と
い

う
意
味
に
お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
論
文
に
も
若
干
の
問
題
点
が
指

摘
さ
れ
る
。

　
第
一
に
、
本
論
文
は
、
わ
が
国
の
地
方
自
治
体
に
お
け
る
情
報
公
開
の

制
度
化
の
諸
要
因
を
探
っ
て
い
る
が
、
そ
の
前
提
と
な
る
自
治
体
の
政
治

シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
に
対
す
る
考
察
が
い
さ
さ
か
不
足
し
て
い
る
。
本
論

文
に
お
い
て
は
制
度
化
導
入
要
求
の
ア
ク
タ
ー
と
し
て
、
学
界
、
市
民
、

議
員
・
政
党
、
行
政
、
そ
し
て
マ
ス
コ
ミ
の
五
つ
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
経

路
が
分
析
さ
れ
て
い
る
が
、
市
民
、
議
員
・
政
党
、
行
政
と
い
っ
た
諸
ア

ク
タ
ー
を
扱
う
場
合
、
例
え
ば
事
務
監
査
の
請
求
権
な
ど
、
直
接
民
主
主

義
的
制
度
と
の
兼
ね
合
い
も
考
慮
す
る
必
要
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
情
報
公
開
制
度
が
国
に
先
立
っ
て
先
ず
地
方
自
治
体
で
実
現
し
た
の

は
、
こ
う
し
た
政
治
シ
ス
テ
ム
の
存
在
が
一
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

　
第
二
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
国
と
地
方
自
治
体
と
の

関
係
で
あ
る
。
現
在
、
地
方
分
権
に
関
す
る
議
論
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
最
大
の
焦
点
の
一
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
機
関
委
任
事
務
の
問
題

で
あ
る
。
機
関
委
任
事
務
と
は
、
地
方
自
治
体
の
長
を
「
国
の
機
関
」
と

し
て
国
の
事
務
を
委
任
し
、
国
の
指
揮
監
督
の
も
と
に
執
行
さ
せ
る
も
の

で
あ
り
、
自
治
体
の
固
有
の
事
務
と
は
ま
っ
た
く
性
格
を
異
に
す
る
も
の

で
あ
る
。
地
方
自
治
体
の
情
報
公
開
の
制
度
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
と
、

こ
う
し
た
事
務
の
性
格
と
の
間
に
因
果
関
係
が
あ
る
の
か
否
か
に
対
し
て

も
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
れ
ば
、
諸
外
国
と
は
対
照
的
に
、
わ
が
国
の
情

報
公
開
が
制
度
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
対
す
る
一
つ
の
分
析
に
な
っ
た

と
い
え
よ
う
。

　
第
三
に
、
情
報
公
開
制
度
に
関
す
る
諸
外
国
と
の
比
較
の
問
題
が
挙
げ

ら
れ
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
情
報
公
開
制
度
の
現
状
を
浮
き
彫
り
に
す
る

た
め
に
は
、
諸
外
国
と
の
比
較
は
不
可
欠
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
比
較
の

材
料
が
妥
当
で
あ
っ
た
か
否
か
を
吟
味
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
本
論
文

で
は
行
政
情
報
の
電
子
化
に
関
す
る
日
米
比
較
を
行
っ
て
い
る
が
、
わ
が

国
に
情
報
公
開
法
が
存
在
し
な
い
こ
と
も
あ
り
、
日
本
の
地
方
自
治
体
に

お
け
る
情
報
公
開
制
度
と
、
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
政
府
に
お
け
る
情
報
公
開

制
度
を
直
接
比
較
し
て
い
る
。
比
較
に
あ
た
っ
て
、
対
象
と
す
る
公
的
行

政
機
関
の
性
格
等
の
差
異
を
明
確
に
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
ま
た
、
「
紙
記
録
」
を
前
提
に
し
て
き
た
制
度
が
「
電
子
化
」
に
い
か
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に
対
応
し
て
い
く
の
か
に
関
す
る
考
察
は
極
め
て
意
義
の
あ
る
も
の
で
あ

る
が
、
第
四
の
問
題
と
し
て
、
「
電
子
情
報
化
」
そ
の
も
の
に
対
す
る
背

景
を
も
う
少
し
深
く
掘
り
下
げ
る
必
要
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
情

報
公
開
の
制
度
化
に
関
し
て
は
、
学
界
、
市
民
、
議
員
・
政
党
、
行
政
、

マ
ス
コ
ミ
の
五
つ
に
ア
ク
タ
ー
を
分
類
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
と
「
電
子

情
報
化
」
と
の
関
連
の
度
合
い
は
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ

の
ア
ク
タ
ー
と
「
電
子
化
」
と
の
距
離
に
よ
っ
て
も
、
今
後
の
導
入
要
求

の
形
態
が
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
さ
ら
に
検
討
が
望
ま
れ
る
問
題
が
残
っ
て
い
る
と
し

て
も
、
情
報
公
開
制
度
を
「
動
態
」
と
し
て
促
え
、
行
政
学
的
、
行
政
法

学
的
な
視
点
に
加
え
、
さ
ら
に
制
度
史
的
、
政
治
学
的
な
分
析
を
加
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
本
論
文
の
学
界
、
行
政
実
務
に
対
し
て
貢
献
す
る
と
こ

ろ
は
極
め
て
大
で
あ
る
。
よ
っ
て
審
査
員
一
同
、
本
論
文
に
よ
り
、
博
士

（
法
学
、
慶
慮
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と

判
断
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
　
平
成
八
年
二
月
二
六
日

主
査

副
査

副
査

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

日
本
大
学
法
学
部
教
授

政
　
治
　
学
　
博
　
士

堀
江

湛

小
林
　
良
　
彰

本
田

弘
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